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事業者選定

• R6（2024）12.24 事業者選定委員会による最優秀提案者の決定

• 代表企業 カナデビア㈱
• 国内の建設実績556件、県内の建設・運営実績 上越市、村上市、長岡市

• 構成企業（土木・建築）
• ㈱植木組、㈱阿部建設、東北工業㈱、大和運送建設㈱、㈱中澤組ＪＶ

• 構成企業（プラント）
• カナデビア㈱・㈱大原鉄工所

• 構成企業（運営）
• カナデビア環境サービス㈱、㈱宮田才吉商店

• 提案事業費 347億9千万円（建設217億9千万円・運営130億円）
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審査の講評（特に評価したポイント）

• リスク管理
• 組織体制・施設面のリスク把握、事故防止・発生時の対策

• 運営業務期間終了時の引渡し
• 具体的な引渡し条件や判定条件の確認方法

• 設計・建設業務における地元企業発注
• 市内事業者への発注額向上の取組

• 公害防止の対応
• 排ガス中の有害物質基準の遵守、要求水準書以上の環境測定体制

• プラントシステムの信頼性
• ごみ質・ごみ量の変動に適した設備の構築

• 運転管理体制
• 専門技術者の配置、１班あたりの運定員数、人材育成・バックアップ体制

• エネルギー回収（発電能力）
• ごみ質・ごみ量を考慮した運営期間中の余剰電力向上の取組
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事業のコンセプト
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工事工程

地元企業発注工事
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工事計画

既設ごみ処理場を稼働しな
がら、新ごみ処理場を建設、
難易度が高い工事になる。
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仮設工事

• 現駐車場に仮設事務所建設

• 一般ごみ、粗大ごみ等の受入

• 剪定枝、雑草の受入

• ペットボトル、プラスチックなど
の中間処理

• 小学生見学など、現オペレー
ションは継続
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既設ごみ処理場の運営

•収集事業者のみ入場、市民の搬入は仮設事務所で受入
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新ごみ処理場の完成イメージ
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プラットホーム（ごみ搬入エリア）
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エネルギー回収型廃棄物処理施設（焼却ごみ）
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マテリアルリサイクル推進施設（不燃ごみ・不燃性粗大ごみ）
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エネルギー回収能力（発電能力）

• 型式 蒸気タービン型 発電能力 1,710KW

• 年間余剰電力 一般家庭 ※約1,200世帯分

※出展元：環境省令和3年度世帯当たり年間エネルギー種別消費量より換算
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環境学習機能（施設見学）

14



ごみ処理導線計画
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4年の工事期間と２０年の運営
期間が始まります。
市民の皆様や周辺住民の皆様
のご理解を得ながら、事業を進
めてまいります。
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